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～真空技術を利用した蒸気パネル暖房機！ 健康、快適、安全に、人を育む暖房環境の提供～
○事業概要（新規性、市場性等）
・学校等大型施設の暖房機は、暖房感、健康面への影響に関し、温水パネル暖房に代表される「輻
射熱＋自然対流」型暖房の優位性が認められつつも、ＦＦ式温風暖房に代表される「温風＋強制
対流」型の暖房が、大半を占めている。その大きな原因は、集中暖房を前提とした温水パネル暖
房では、設備投資が過大となることである。
・本事業では、サーモサイフォン原理を応用した真空パネルを採用し、また、熱源を内蔵することに
より、ＦＦ式温風暖房機と遜色ない価格帯で、安全かつ効率的な輻射熱＋自然対流型の暖房機を
実現！ 暖房感、健康面、コスト、さらには維持管理の面でも優位性をもった製品となった。
・コア企業の暖房機販売ノウハウを活かし、工事販売（製品販売＋施工）と製品販売の２系統で、販
売を行っていく。

コア企業：㈱コーノ
（北海道函館市）
・暖房機の開発

・関連特許の保有

・暖房機の製造

・学校等への納入実績、販売網を

利用した暖房機の販売

(財)函館地域産業振興センター
｢北海道立工業技術センター」
（北海道函館市）
・技術開発協力

ログ電子㈱
（北海道札幌市）
・電子回路の設計、製造
・データ通信システムの設計、製造

技術開発

暖房機の開発・製造・販売

電子制御機器の開発

連携体の構成連携体の構成

池脇会計事務所

各種助言、ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

事業名： 熱源を内蔵したＦＦ式真空パネル暖房機（ＨＰＰ）の開発・製造・販売

事業推進体制事業推進体制

学校機関

販売先

技術指導

北海道立工業試験場

①補助金、②設備投資減税
③低利融資（商工中金、
中小公庫）
④信用保証、⑤特許料減免
⑥投資育成会社による出資

①補助金、②設備投資減税
③低利融資（商工中金、
中小公庫）
④信用保証、⑤特許料減免
⑥投資育成会社による出資

支援予定メニュー支援予定メニュー 《《ＨＰＰの特徴ＨＰＰの特徴》》

①①真空パネルの採用真空パネルの採用

②②小型バーナを内蔵小型バーナを内蔵

③③輻射熱＋自然対流
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㈱コーノ 代表取締役 阿部 俊夫企業名 ・ 代 表者

連携のきっかけ、特徴連携のきっかけ、特徴

・ 元々、学校暖房機の主流は、温水パネル暖房機に代表される「輻射熱＋自然対流」型であった。
それが、しだいに、導入費用が安く、メンテナンスの容易なＦＦ式温風暖房機が普及。現在では、強
制対流による温風暖房が主流となっている。
・温風暖房機は、暖房感（室内の上下温度の不均一、空気の乾燥）や健康面（空気の乾燥、埃の対
流）で、問題を抱えており、暖房感、健康面では、「輻射暖房が望ましい」と言われている。
・しかし、道内の一般的な学校で導入費用を比較した場合、ボイラー等付属設備の多い温水パネル
暖房機は、ＦＦ式温風暖房機の約３倍となる。メリットは理解しつつも、予算的な制約のある学校等
公共施設に対し、輻射熱＋自然対流型の暖房機をかつてのように普及させることは、容易なこと
ではなかった。
・このため、コア企業である、㈱コーノでは、(財)函館地域産業振興財団が管理運営を行っている北
海道立工業技術センターの協力を得て、真空パネルを採用し、暖房機自体に小型のバーナーを
内蔵した新型暖房機の開発を行った。
・この熱源を内蔵したＦＦ式真空パネル暖房機（ＨＰＰ）は、自然対流による輻射暖房でありながら、

FF式温風暖房機に遜色ない価格帯での暖房機の販売を可能とし、既存の製品の長所を併せ持っ
た製品となっている。
・さらに、多教室での制御を一括して行う制御盤の開発を、連携先のログ電子と共同で開発。
・今後は、㈱コーノの販売実績、販売網を活かして、全道、そして道外の教育機関へ販売を行う。

コア企業の会社概要コア企業の会社概要

ＰＲ等その他の情報ＰＲ等その他の情報

・少子高齢化社会とは、幼児子供と老人の心身の健康を守ることで、現在と未来社会の健全化に繋げ
ることではないかと思っております。ＨＰＰは健康面を通じ貢献出来る暖房機であると思っており、また
暖房の本来あるべき姿についても一石を投じたいと思っております。
・北国の長い冬には、特に衛生的、省エネルギーの暖房機が求められています。
・世界初の暖房機が北海道の小さな企業から発売される事が、道内中小企業に勇気を与えれれば幸
いです。


